
急
い
で
走
行
し
て
お
り
、
観
察
中
は
３
車
線
と

も
車
両
の
流
れ
が
止
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ク
ル
マ
の
走
行
ス
ピ
ー
ド
は
40
㎞
／
h
程
度
、

二
輪
車
は
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
て

「
す
り
抜
け
」
走
行
や
、
連
続
的
に
車
線
変
更

を
し
て
少
し
で
も
早
く
混
雑
を
抜
け
出
そ
う
と

走
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

朝
の
通
勤
通
学
時
間
帯
は
、
先
を
急
ぐ
あ
ま

り
焦
り
や
い
ら
だ
ち
を
覚
え
な
が
ら
運
転
し
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
も
多
い
。
二
輪

車
の
運
転
に
際
し
て
は
安
全
確
認
が
十
分
行
え

る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

国
道
２
４
６
号
は
40
㎞
／
h
程
度
の
ス
ピ
ー

ド
で
流
れ
て
い
た
が
、
歩
道
寄
り
の
車
線
に
は

駐
車
車
両
が
あ
る
た
め
、
路
線
バ
ス
は
た
び
た

び
車
線
変
更
を
行
っ
て
い
た
。
道
交
法
で
は
、

「
車
両
は
、
車
両
通
行
帯
の
設
け
ら
れ
た
道
路

走
行
し
て
い
た
。

併
わ
せ
て
、
ラ
イ
ダ
ー
の
服
装
を
観
察
し
た

と
こ
ろ
、
全
体
的
に
安
全
意
識
が
高
い
と
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
日
、
都
心
の
気
温
は

30
度
を
超
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
長
袖
を
着

用
し
て
い
た
ラ
イ
ダ
ー
は
３
１
２
台
中
１
０
７

台
（
34
・
３
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
通
過
し
た
全
ラ
イ
ダ
ー
が
着

用
し
て
い
た
が
、
あ
ご
ひ
も
が
緩
い
、
も
し
く

は
締
め
て
い
な
い
例
が
あ
っ
た
。
傾
向
と
し
て

は
、
原
付
・
ハ
ー
フ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
者
に
多

く
み
ら
れ
た
。

交
通
量
の
多
い
通
勤
通
学
時
間
帯
、
二
輪
車

は
特
に
慎
重
な
運
転
を
求
め
ら
れ
る
。

周
囲
を
走
る
車
両
の
挙
動
に
注
意
を

払
う
と
同
時
に
、
無
理
な
車
線
変
更

を
控
え
、
交
通
の
流
れ
に
合
わ
せ
た

走
行
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
夏
場
で

あ
っ
て
も
肌
が
露
出
し
な
い
服
装
を

着
用
し
、
万
一
の
事
故
に
備
え
た
対

策
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

時
間
帯
別
に
み
た
交
通
事
故
件
数
（
平
成
23

年
、
公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン

タ
ー
資
料
）
を
み
る
と
、
最
も
事
故
が
起
き
て

い
る
時
間
帯
は
16
時
〜
18
時
（
15
・
５
％
）、

次
に
多
い
の
が
８
時
〜
10
時
（
14
・
５
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
輪
車
乗
車
中
の
損
傷

部
位
別
・
状
態
別
負
傷
者
数
（
平
成
23
年
、
警

察
庁
資
料
）
で
は
、
脚
部
と
腕
部
の
負
傷
が
全

体
の
半
数
を
占
め
て
い
る
（
下
記
、
円
グ
ラ
フ

参
照
）。
そ
こ
で
今
回
は
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
お
け
る
二
輪
車
の
渋
滞
時
の
走
行
位
置
と
服

装
を
観
察
し
た
。

観
察
は
平
日
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
激
し
い
国

道
２
４
６
号
の
上
り
線
で
行
っ
た
。
ク
ル
マ
と

二
輪
車
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス
、
自
転
車
が
先
を

に
お
い
て
は
、
左
側
端
か
ら
数
え
て
１
番
目
の

通
行
帯
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
小
回
り

が
効
く
二
輪
車
は
常
に
車
線
を
変
更
し
な
が
ら

走
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
ス
ー
ツ
姿
の
ラ
イ
ダ

ー
は
、
毎
日
の
通
勤
で
慣
れ
て
い
る
の
か
、
右

に
左
に
車
線
を
移
動
し
、
加
減
速
を
繰
り
返
し

な
が
ら
ク
ル
マ
を
追
い
抜
い
て
い
た
。
な
か
に

は
３
〜
４
台
の
二
輪
車
が
連
な
っ
て
「
す
り
抜

け
」
走
行
を
す
る
場
面
が
頻
繁
に
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
近
年
は
通
勤
通
学
に
自
転
車
を
使
用

す
る
人
が
増
え
て
お
り
、
観
察
中
も
多
く
の
自

転
車
が
路
側
帯
、
ま
た
は
歩
道
寄
り
の
車
線
を
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混合交通を観察する
●series─250

朝の通勤時間帯に幹線道路を走行する
二輪車を観察する

8

通勤通学時間帯の幹線道路で、二輪車はどこを通行し、
ライダーはどんな服装で走行しているか？

●観察場所／東京都目黒区大橋2丁目付近
●観察日／7月24日（火曜日） ●天候／曇り　
●観察時間／8:30～9:30 ●観察者／3名

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１２年１０月１９日発行予定となります。

二輪車は3車線ある道路の
どの位置を多く走行してい
たでしょうか？

Q1

★
Ｑ
2
の
回
答

全
体
の
6
割
以
上
が
長
袖
・

グ
ロ
ー
ブ
を
非
着
用

Why

交
通
事
故
の
発
生
は

朝
8
時
〜
１０
時
と

夕
方
に
集
中
し
て
い
る
！

Advice

無
理
な
車
線
変
更
は
禁
物

ラ
イ
ダ
ー
は
肌
を
露
出
し
な
い

安
全
な
服
装
で
運
転
を

（SJクイズの解答：Q1④、Q2④、Q3①）

A2

実
際
の
観
察
か
ら

半袖、半ズボン、スニーカーで走るライダー。
あごひもは締めていない

安全に配慮した服装をしたライダーは稀だった

★Ｑ１の回答

312台中174台（56%）が中央寄り
（追越車線）を走行（下図のw）

A1 実際の観察から

1時間半の観察で確認できた二輪車は合計
312台。片側3車線道路のうち、歩道寄りの一
車線は駐車車両が複数台いたため、事実上は2
車線になっていた。歩道寄りのqの車線を走行
していたのは312台中138台（44%）、中央分離
帯側のwの車線を走行していたのは全体の56%
にあたる174台だった。
実際の観察では、qの車線は駐車車両を避け
る路線バスや自転車が流入してくるため、他の
車両の流入が少なく、安定して走行できるwの
車線の走行台数が多くなったと推測された。車
種別に見ると、qの車線は原付、wの車線では
スポーツバイクと大型スクーターが中心に走行
していた。

夏場の一般道路でのライダー
の服装は、どのくらい守られ
ていたでしょうか？

Q2

●幹線道路を走行するライダーの
あごひもの状況（312名中）

歩道寄りの車線を走
行する二輪車は、自
転車と並走すること
が多かった

信号待ちではクルマ、二
輪車、自転車、路線バス
が入り乱れていた

●幹線道路を走行するライダーの服装
（312名中）

歩
道

駐
車
車
両

駐
車
車
両

中
央
分
離
帯

▲

1

▲

2

●二輪車乗車中の損傷部位別・
状態別負傷者数（平成23年・構成率）

※出典：警察庁資料

その他 6.3%

脚部
37.6%

腕部
21.9%

●時間帯別交通事故件数（平成23年）

頭部 5.5%

頸部
14.0%

胸部
7.1%

腰部
7.6%

昨
年
７
月
、
高
速
道
路
で
の
ラ
イ
ダ
ー

の
服
装
を
観
察
し
、
９
割
以
上
が
長
ズ
ボ

ン
・
グ
ロ
ー
ブ
を
着
用
し
て
い
た
が
（
２

０
１
１
年
８
・
９
月
号
参
照
）、
今
回
は

正
反
対
の
結
果
と
な
っ
た
。
観
察
の
結
果
、

長
袖
・
グ
ロ
ー
ブ
が
非
着
用
だ
っ
た
ラ
イ

ダ
ー
は
全
体
の
６
割
を
超
え
、
ブ
ー
ツ

（
く
る
ぶ
し
が
隠
れ
る
靴
）
の
着
用
率
は

10
％
に
満
た
な
か
っ
た
。

通
勤
通
学
に
二
輪
車
を
使
っ
て
い
る
た

め
か
、
ス
ー
ツ
姿
の
ラ
イ
ダ
ー
を
た
び
た

び
見
か
け
た
が
、
足
下
は
通
勤
用
の
革
靴

が
ほ
と
ん
ど
。
T
シ
ャ
ツ
と
半
ズ
ボ
ン
、

サ
ン
ダ
ル
履
き
で
ス
ク
ー
タ
ー
を
運
転
す

る
姿
は
、
老
若
男
女
問
わ
ず
散
見
さ
れ
た
。

締めていない 23人 7.4%

適正
214人

68.6%

緩んでいる
75人
24.0%

※あごひもの状況は観察者の主観による

長袖 107（34.3%）

○

264（84.6%）

112（35.9%）

28（9.0%）

205（65.7%）

×

48（15.4%）

200（64.1%）

284（91.0%）

長ズボン

グローブ

ブーツ
（くるぶしが
隠れる靴）
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11,947 (1.7%)

7,318 (1.1%)

9,980 (1.4%)

66,534 (9.6%)

99,992 (14.5%)

83,944(12.1%)

76,535 (11.1%)

83,814(12.1%)

106,919 (15.5%)

84,743(12.2%)

38,238 (5.5%)

21,973 (3.2%)

(時間帯)


